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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 キュウリの施設栽培においては、同一ほ場での連作により、塩類集積による生育障害や、硝酸態窒
素等の溶脱に伴う環境負荷の増大が懸念されている。  
 このため、施設野菜を対象に開発したpF制御灌水同時施肥システムについて、キュウリに対する適
正な液肥濃度を決定した。さらに硝酸態窒素の動態と溶脱状況を把握し、本システムの環境負荷軽減
効果を明らかにした。

(1) 施設キュウリを対象に、ほ場のpFに連動して液肥の供給が制御される灌水同時施肥システムを
考案し、その実用化を図った。本システムは、設定した一定濃度（EC値）の液肥を点滴灌水する方
式である(図1、平成13年)。

(2) 本システムで供給する液肥濃度は、半促成栽培では0.7dS/m、抑制栽培では0.5dS/m程度が適当
と考えられた。

(3) 慣行と同じ収量を得る場合の減肥効果は30％程度と考えられた（表１）。

(4) 作土下方における土壌中硝酸態窒素の濃度は、灌水同時施肥を実施した区で、作付け期間を通
じて約5 mg/100g乾土と、対照区に比べかなり低く推移していた。また、栽培終了後に土壌に残存
する硝酸態窒素は対照区に比べ少なく、環境負荷軽減に有効な施肥法であると考えられた（図
２）。

２期待される効果

(1) システム導入時の減肥指標として活用できる。

(2) 栽培終了後に残存肥料成分が少ないので、土壌の塩類集積が回避できる。
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